
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（南信州地域） 

平成 30年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

事業名 多世代交流型こどもカフェ事業 

事業主体 

（連絡先） 

特定非営利活動法人 Hug 

090-7177-0999 

事業区分 保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費          396,710 円（うち支援金：317,000円） 

（活動写真） 

①多世代が共に関わる 

②子どもを多面的にサポートする 

③地域のネットワークを深める 

④世代を超えた居場所を作る 

※自己評価【 Ｂ 】 

【理由】 

２年目を迎え、安定した利用数が

あり、食材の寄付やボランティア

参加など、より多くの地域の方を

巻き込む事業となったため。 

 【目標・ねらい】 

 

・年間 73回実施／こどもカフェ利用者数 延べ 1,500名 

 （おとな 488名、子ども 1,012名） 

 ボランティア参加者数 延べ 205名 

 個別の学習支援利用者数 延べ 345名 

①親子連れから学生ボランティア、高齢者の方まで多世 

代の利用があった。 

②学習や宿題の支援、遊びや会話、配膳手伝いなど、食

事だけでなく多くのサポートや関わりができた。 

③乳幼児連れの親子の利用も多く、子育て世代の方の相

談機能や食材の寄付など、新しいつながりが生まれた。 

④退職した高齢者の方や主婦の方がボランティアとし

て参加してくれ、持ち味を発揮できる場となった。 

 

 

「こどもカフェHug（ハグ）」 

・様々な背景をもつ子ども達に対し、地域の食材を取り

入れた温かい夕食や昼食の提供及び学習支援をおこな

い、地域の中で多世代が共に関われる温かい居場所作り

を実施した。 

・調理や配膳、遊びや学習支援などで地域のボランティ

アの方に参加頂き、子ども達と様々な大人が関われる場

面を積極的に設けた。 

 

 開催日時：毎週木曜日 18:00～21:00 

      第 2、4土曜日 11:00～15:00 

     その他個別の学習支援や相談支援など随時 

・２年が経ち多くの方の賛同も多く頂くようになったため、今後も継続して利用できる居場所 

作りを実施する。（来年度、専用の事業所を整備する予定） 

・学習支援へのニーズも高いため、スタッフの研修をおこない学習支援体制を更に拡大する。 

・活動の発信を積極的におこない、必要としている家庭に引き続き情報を提供する。 


